
倉
敷
の
地
で
半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
持
つ
し
げ
い
病
院
。
岬
九
大
肌
年
に
、

い
ち
早
く
人
工
透
析
を
開
始
す
る
な
ど
、
岡
山
県
に
お
け
る
腎
臓
病
治
療
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
き
た
。
現
在
は
透
析
に
加
え
、
回

復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
も
う
一
つ
の
柱
に
換
え
、
地
域
に
開
か
れ

た
医
療
を
展
開
し
て
い
る
。

重井文博理事長

弼
援
鞠
重
視
習
鰻
域
臆
貰
献

当
院
は
1
R
倉
敷
駅
、
美
観
地

区
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
徒
歩
十
分
と
い

う
、
環
境
に
恵
ま
れ
た
位
置
に
あ

り
ま
す
。
急
性
期
　
（
救
命
）
　
医
療

の
中
核
で
あ
る
倉
敷
中
央
病
院
に

隣
接
、
川
崎
医
大
病
院
に
車
で
十

五
分
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

診
療
科
は
内
科
、
外
科
、
脳
神

経
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
な
ど
で
、
二
百
五
十
九
床
の
入

院
病
床
と
百
床
の
人
工
透
析
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

急
性
期
、
回
復
期
、
維
持
期
の

医
療
の
流
れ
の
中
で
、
当
院
は
社

会
復
帰
の
支
援
と
し
て
維
持
透
析

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
。
こ
の
二
本
を

柱
と
し
た
回
復
期
医
療
の
提
供
で

地
域
に
最
も
貢
献
で
き
る
も
の
と

考
え
、
こ
こ
数
年
で
体
制
を
整
え

て
き
ま
し
た
。

当
院
の
役
目
は
、
急
性
期
か
ら

自
宅
へ
の
橋
渡
し
。
大
病
を
さ
れ

た
方
が
社
会
復
帰
で
き
る
か
ど
う

か
が
決
ま
る
、
救
急
医
療
に
劣
ら

ぬ
重
大
な
使
命
と
心
得
、
職
員
一

同
、
日
々
職
務
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

2j2
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MRI、CT

慢性腎不全、脳卒中、糖尿病、肺炎、大腿骨頸部骨折、心不全など

脳箪庫慣凝瀧

ミ＝データ
奉賛曹応習蕾る霞宅医療　訪問診療　訪問看護　訪問リハビリ　訪問薬剤指導　訪問栄養指導

車間・誓法泉∵肇瀧㌍・謬⑳館震撼叢

（在宅型）適所リハビリ　適所介護　訪問看護ステーション　居宅介護支援事業所
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憂
患
率
痍
藍
擾
部
分
麹

錮
経
済
欝
な
齢
医
療
摘
提
観

岡
山
県
西
部
の
急
性
期
医
療
の

拠
点
・
倉
敷
中
央
病
院
は
目
と
鼻

の
先
。
回
復
期
の
医
療
を
主
体
と

す
る
し
げ
い
病
院
は
、
倉
敷
中
央

と
密
接
に
連
携
し
　
〝
継
ぎ
目
の
な

い
医
療
〟
　
を
提
供
し
て
い
る
。

倉
敷
中
央
か
ら
毎
年
二
百
人
以

上
の
転
院
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

多
い
の
は
脳
卒
中
と
大
腿
骨
頚
部

骨
折
の
リ
ハ
ビ
リ
。
し
げ
い
の
看

板
の
一
つ
で
あ
る
透
析
の
患
者
も

い
る
。
救
急
や
手
術
な
ど
は
倉
敷

中
央
が
担
い
、
そ
の
後
の
リ
ハ
ビ

リ
は
し
げ
い
で
　
－
　
と
い
う
役
割

分
担
だ
。
ス
ム
ー
ズ
な
引
き
継
ぎ
に
は
看

護
師
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

二
〇
〇
七
年
春
か
ら
行
っ
て
い
る

の
が
患
者
へ
の
事
前
訪
問
。
転
院

の
前
日
に
、
受
け
入
れ
病
棟
の
看

護
課
長
が
倉
敷
中
央
の
ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
ま
で
あ
い
さ
つ
に
出
向
く
。

「
病
院
を
変
わ
る
の
は
患
者
さ
ん

に
は
不
安
。
少
し
で
も
気
持
を
が

和
ら
げ
ば
」
。
入
院
患
者
の
七
剥

が
倉
敷
中
央
か
ら
と
い
う
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の
高
山
一
美
看
護

課
長
は
話
す
。

両
病
院
の
看
護
部
は
月
一
回
、

合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
。
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
含
め
十
五

人
ほ
ど
で
転
院
後
の
経
過
報
告
や

看
護
方
法
の
検
討
な
ど
を
行
い
、

一
層
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
る
。

桧
江
佳
子
看
護
部
長
は
「
患
者

さ
ん
と
も
、
倉
敷
中
央
の
ス
タ
ッ

フ
と
も
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
を
心
掛
け
て
い
る
。
引
き
継
ぎ

書
類
で
は
分
か
ら
な
い
細
か
な
こ

と
も
、
お
互
い
伝
え
ら
れ
ま
す
か

ら
」
と
話
す
。

廣
蓼
靡

多
彩
恕

運
動
襲
撃
車
義
毒
ノ
転
調
藷
恵

（

健
康
増
進
施
設
「
は
あ
も
に
い

倉
敷
」
は
、
し
げ
い
病
院
の
グ
ル

ー
プ
会
社
が
運
営
。
社
会
保
険
庁

関
連
の
財
団
か
ら
引
き
継
ぐ
形
で
、

二
〇
〇
八
年
秋
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。
温
水
プ
ー
ル
、

ジ
ム
、
講
座
室
な
ど
が
あ
り
、
運

動
系
、
文
化
系
合
わ
せ
て
百
十
四

講
座
を
開
講
。
約
三
千
人
が
利
用

し
て
い
る
。

施
設
運
営
に
乗
り
出
し
た
主
な

狙
い
は
、
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
症
候
群

対
策
と
し
て
〇
八
年
に
始
ま
っ
た

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
へ
の

対
応
。
「
特
定
健
診
で
高
血
圧
や

肥
満
を
指
摘
さ
れ
て
も
、
正
し
く

運
動
し
た
り
指
導
を
受
け
る
場
が

な
か
っ
た
。
大
い
に
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
岡
崎
敏
夫
社
長
は
話
す
。

ず
ば
り
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
が
目

的
の
講
座
や
、
マ
シ
ン
に
よ
る
有

酸
素
運
動
で
心
肺
を
鍛
え
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
、
肩
こ
り
予
防
に
絞
っ

た
も
の
な
ど
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。

指
導
に
当
た
る
健
康
運
動
指
導
士

が
一
人
一
人
の
希
望
を
聞
き
、
個

別
に
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る
。
保
健

師
や
管
理
栄
養
士
も
お
り
生
活
習

慣
病
予
防
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

会
社
員
ら
も
利
用
し
や
す
い
夜

間
の
コ
ー
ス
も
充
実
し
、
趣
味
の

講
座
も
多
彩
。
問
い
合
わ
せ
は
、

は
あ
も
に
い
倉
敷
（
0
8
6
－
4

3
4
1
9
0
3
9
）
。
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多くの参加者でにぎわう「はあもにい金敷」の
健康講座


